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p5 写真 ©菅沼悠介　撮影（p2～5）：山本真司　文：小川由希子
カメラの位置から撮ると、左の景色になる。
















































































































図 3： 高度 320 km の電離圏温度の長期トレンド。ΔTi は、電離圏温度から太陽活動の影響を除いた
もの。1年間あたり 1.4度の割合で温度の低下が起きている。 
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「北極科学サミット週間2015
（ASSW2015）」を日本で開催
世界の北極研究者や関係機関が一堂に会して、観測協力や研究成果などについて集中的に
話し合いを行います。17回目となる今年は、2015年4月に初めて日本で開催（富山市）されま
す。4月26日（日）には、一般の方向けに公開講演会を開催します。
http://www.assw2015.org/japanese/meeting.html
成瀬廉二（なるせ　れんじ）
1942年、京都生まれ。北海道大学大学院理学研究科修了。理学
博士。1968～2006年、北大低温科学研究所にて氷河・氷床の
研究と大学院教育に従事。第10次・第14次南極観測越冬隊員、
第34次南極観測夏隊長。パタゴニア氷河調査：計10回。2006年
から鳥取市を拠点にNPO法人氷河・雪氷圏環境研究舎を主宰。
Profile
　「雪と氷の世界」南極では、スキーやスケ トーをやろ
うと思えばかなりできる。昭和基地のある東オングル
島内には、夏は雪解け水を貯える真水の池がいくつか
あり、秋に結氷すればスケ トーが可能になるが、猛吹
雪があると池の氷の上に雪が厚く吹きだまるので、ス
ケ トーのシーズンは短い。
　一方、スキーは基地周辺に中小の雪渓があり、通年
可能である。越冬中のレクリエ シーョンの一つとして、
スキーが盛んな隊もあるが、ほとんどしない隊もある。
長い夜が明けた厳寒期は、運動不足の解消には良い
が、実はスキーの本当の面白さはない。何故なら低温
下ではあまりよく滑らないからである。
　スキーやスケ トーは、雪や氷が非常に滑りやすいと
いう特異な性質を利用したスポーツである。しかし、そ
の性質は温度により大きく変わる。スピ ドースケ トー
の競技では氷の温度が-2～-7℃のときに良い記録が
出ている（1968-69年、屋外リンク）。スコットの南極探
検（1910-13年）『世界最悪の旅』にも、人引きソリには
気温-4から-10℃までが好適、との記述がある。雪や
氷の滑りに関しては古くから多くの研究が行われてき
たが、最も主要な仕組みは、摩擦により発生する熱が
雪氷の表面を僅かに融かし、その水の薄膜が潤滑剤
の役を果たす、というものである。したがって、温度が
低すぎると水膜ができず、スキーやソリは「ギーギー、
ギシギシ」となる。また、温度が0℃に近いと氷が軟ら
かくなり、かつ生成された水の層が逆に抵抗となる。
　第10次隊の内陸旅行出発の前日、私はスキー一式
を雑荷ソリの隙間に積み込んだ。その目的は、第一は
クレバス（割れ目）地帯でル トー探索に必要となるかも
知れないこと、第二に機会があったらやまと山脈で滑
りたいということであった。
　1969年12月31日、氷床の流れを調べる測量作業
の締めくくりとして基準点の天測が完了し、同日深夜
にかけてやまと山脈南部のA群の麓に移動しベース
キャンプを設置した（標高2000m付近）。翌1月1日、
新年のブランチを祝った後、全員でA群主峰（2380m：
小元による計測）を登頂した。
　A群の副峰には、程よい傾斜で凹凸のない雪の斜
面が広がり、クレバスはなく、表面は深雪でも氷板で
もなく、風で固められた新雪であった。これならば、余
程無理なターンをしない限り転倒や滑落はないと確
信し、ここでスキ をー決行することにした。念のため吉
川ドクター に、斜面全体が見える場所にて監視と万一
の場合の対処を依頼して、高度差100m程度の斜面
を１本滑り下った。晴れ、弱風、雪質も良好のもと、やま
と山脈スキー初滑走は3か月におよぶ内陸旅行中の
豪華な休日のひと時となった。
やまと山脈A群の山塊
（キャンプより）。中央の
副峰をスキー滑走。
 公開講演会のHP
